
Ⅰ．はじめに

本稿では, 2012年と2013年に関西地方の２つの私立

大学で実施された大規模調査の概要について述べる｡

本調査では, 青年期において被虐待経験と愛着が情動

調整スキルや心身の不健康・不適応に及ぼす影響を検

討するため, 多くの変数を質問票調査と実験によって

収集した｡ 以下にその目的と概要, 今後の展望につい

て述べる｡ 本稿では, 以後この大規模調査のことを

CAASK2 (Child Abuse and Attachment Study at Kyoto &

Kobe) と呼ぶ｡

1. 被虐待経験が心身の不健康・不適応に及ぼす影響

被虐待経験が心身の不健康や不適応に悪影響を及ぼ

すことは経験的にも実証的にも知られてきたことであ

る｡ DSM�Ⅴ (APA, 2013) を繙くまでもなく, 多く

の精神疾患の背後に不適切な養育環境やトラウマティッ

クな体験が想定されており, うつ, 解離性障害,

PTSD, 反抗性挑戦障害, 適応障害, 病気不安障害,

強迫性障害, 社交不安障害, 全般性不安障害, 広場恐

怖, パニック障害, 転換性障害, 反芻性障害, 身体醜

形障害, パラフィリア障害, 素行障害, 間欠性爆発障

害, 分離不安症, 選択性かん黙, 愛着障害など枚挙に

暇がない｡ 被虐待経験は, 身体的な疾患や症候群に対

しても精神的な不健康・不適応に対するのと同様に悪

影響を及ぼしていることが知られており, エビデンス

のあるものだけでも, 筋痛症, 機能性消化管疾患, 偏

頭痛, めまい, 感染症, 不整脈, 扁桃炎, 高血圧, 内

分泌系の障害, 糖尿病, リンパ性の問題, 慢性疲労,

アトピー性皮膚炎, 摂食障害, ぜんそく, 睡眠障害,

医療機関受診回数など, 精神疾患に引けを取らないほ

どである｡

ところが, 我が国においては, 被虐待経験と様々な

心身の不健康や不適応の関連について調査した研究は

少なく, その規模も非常に小さい｡ 例えば, 機能性消

化管疾患の下位分類であり, 心身症の中心的な疾患で

あると見なされている過敏性腸症候群 (IBS) (日本

消化器学会, 2014a) や機能性ディスペプシア (FD)

(日本消化器学会, 2014b) の治療ガイドラインには,

それぞれに対して被虐待経験などトラウマ体験がリス

ク要因として挙げられており, 世界的にはエビデンス

が蓄積されているが, 我が国における調査報告は, 現

在においてさえ, 筆者のもの (福井・松尾・大浦,

2016 ; Fukui, Matuso, Oura, 2016 ; 福井, 2016) 以外に

は見当たらない｡ もちろん, 調査実施当時はこうした

研究は皆無であった｡

そのような事情から, 被虐待経験が心身の不健康・

不適応に及ぼす影響について, 体系的に検討する必要

があった｡

2. 本調査に至る背景 (解離性障害の成因に関する研

究)

第一著者は, 解離性障害のクライエントの治療経験

(福井・飯野・福井, 2007, 2008；福井, 2008, 2011)

からその成因に関心を持ち, 無秩序・無方向型 (D

型) という愛着型が将来の解離性障害の脆弱性要因に

なる (Liotti, 1992 ; Liotti, Mollon, & Miti, 2005 ; Lyons-

Ruth, 2003) ことを知った｡ そこで, 被虐待経験のよ

うな発達早期の慢性的なトラウマが不安定愛着を形成

し, 解離傾向に至るという, 解離性障害のいわゆる

｢外傷－発達論｣ (細澤, 2008) を実証的に検証してき

た｡ その際, 大学生を対象として横断的にアナログ研

究 (杉浦, 2009) を実施したため, 質問票による調査

に頼らざるを得なかった｡ 発達・臨床心理学分野では,

愛着を成人愛着面接 (Main, & Solomon, 1986, 1990)

71

被虐待経験と不安定愛着が情動調整不全を介して

心身の不健康や不適応に及ぼす影響
青年期を対象とした大規模調査 (CAASK2) の概要

福 井 義 一

大 浦 真 一

松 尾 和 弥



というインタビューによって評価するが, 人格・社会

心理学分野では尺度による測定を行っている｡ 両者の

間の溝は深く, 一方における知見がもう一方と統合さ

れているとは言いがたい状況であった (Shaver, &

Mikulincer, 2004 参照)｡ そこで第一著者は, 人格・

社会心理学的立場から愛着の内的ワーキング・モデル

の二つの下位次元である自己モデル (見捨てられ不安)

と他者モデル (親密性の回避) のどちらもが悪い ｢恐

れ－回避｣ 型を, 理論上は無秩序・無方向型の愛着ス

タイルと同一視して, 上述したモデルの再現性を検討

してきた｡ 以下にその概要を述べる｡

例えば, 福井 (2007a) は, 質問票調査によって養

育態度や愛着と解離傾向の相関について検討した結果,

養育態度の２つの下位次元の１つであるケアの得点は

解離傾向と弱い負の, 同じくもう一つの下位次元であ

る過干渉の得点は弱い正の有意な相関をそれぞれ報告

した｡ それに対して, 解離傾向と愛着のアンビバレン

ト型と回避型の得点の間に, また愛着の内的ワーキン

グ・モデルの下位次元である ｢見捨てられ不安 (自

己モデル)｣ と ｢親密性の回避 (他者モデル)｣ との間

に, それぞれ弱い有意な正の相関を報告した (福井,

2007a)｡

続いて, 福井 (2007b) は, 養育態度を２つの下位

次元の得点の高低の組み合わせから４つの養育型に分

類して解離傾向の得点を比較した結果, 父親の養育型

では affectionless control 型 (低いケア・高い過干渉)

の方が optimal bonding 型 (高いケア・低い過干渉)

よりも有意に解離傾向が高いのに対して, 母親の養育

型では affectionless control 型は, optimal bonding 型

と neglectful parenting 型 (低いケア・低い過干渉)

よりも有意に解離傾向が高いことが見出された｡ また,

愛着の内的ワーキング・モデルの２つの下位次元の得

点の高低の組み合わせから, 愛着スタイルを４つに分

類して解離傾向の得点を比較した結果, 安定型は他の

全ての不安定型 (とらわれ型, ｢拒絶－回避｣ 型, ｢恐

れ－回避｣ 型) よりも解離傾向が有意に低いことが分

かった (福井, 2007b)｡

ところで, 解離について, 正常な状態から解離性同

一性障害に至るスペクトラムを想定する立場から, 病

的解離群は正常群とは質的に異なるという立場に移行

しつつあることを踏まえ, 福井 (2007c) は, DES-

Taxon (Waller, Putnam, & Carlson, 1996 ; Waller, &

Ross, 1997) を用いて被調査者を正常群と病的解離群

に分類し, 両群間で養育態度や愛着の得点を比較した｡

その結果, 病的解離群は正常群に比較して, 養育態度

の下位次元であるケア得点が有意に低いのに対して,

過干渉得点が有意に高く, 内的ワーキング・モデルの

下位次元である ｢見捨てられ不安｣ や ｢親密性の回避｣

も有意に高く, 愛着型得点についてはアンビバレント

型得点と回避型得点が有意に高かった｡

これらの知見から, ｢恐れ－回避｣ 型の愛着型を持

つ個人において解離傾向が高いこと, その背景に不適

切な養育が存在することが推測できたと言える｡ しか

しながら, これらの研究においては線形分析が用いら

れており, 相関値は有意ではあるものの, その値は非

常に低かった｡ そこで, 愛着の内的ワーキング・モデ

ルの２つの下位次元と解離傾向の得点を用いて, 被調

査者を非線形分析の一つであるクラスタ分析によって

いくつかのサブタイプに分類した結果, ｢恐れ－回避｣

型と目される愛着型を有するサブタイプが複数抽出さ

れたが, その中でも高い解離傾向を伴う群のみ心理的

な健康度が極端に悪いことが分かった (福井, 2008,

2010)｡

しかしながら, 養育態度の尺度は虐待的な養育環境

の影響の一部を反映しているに過ぎないばかりか, 解

離傾向に対する説明率も低かった｡ さらに, 愛着の内

的ワーキング・モデルの尺度では, 被虐待経験によっ

て形成されたことが推測される不安定な愛着を測定し

ているに過ぎず, 被虐待的な養育環境自体を直接的に

測定できていないという問題があった｡ 以上のことか

ら, 被虐待経験が不安定愛着を形成し, 後の解離性障

害を招来するというモデルについては間接的な証左し

か得られなかった｡ そこで, 被虐待経験を直接的に聴

取する尺度を導入する必要性に迫られ, Child Abuse

and Trauma Scale (以後 CATS: Sanders & Giolas, 1991 ;

Sanders & Becker-Lauren, 1995, 田辺, 1996, 2005)

を用いた研究を開始した｡ また, 解離傾向の高まりを

基盤として, 心身の不健康や不適応に至るモデルを検

討する必要に迫られた｡ というのも, 解離性障害は多

様な心身の主訴として現れることが多く, その現れも

重複していることが普通であるからである｡ さらに,

解離傾向については, 身体表現性解離 (Somatoform

Dissociation : Nijenhuis, 2004, Nijenhuis, Spinhoven, van

Dyck, van der Hart, & Vanderlinden, 1996) まで範疇

に入れると, 多種多様な不健康状態をこのモデルであ

る程度説明できる可能性があると思われた｡ そこで,

上述した被虐待経験を直接的に聴取する CATS, 身体

表現性解離傾向を把握する SDQ (Somatoform Disso-

ciation Questionnaire), さらに心身の不健康や不適応

を測定する尺度を加えて, 新たな調査研究を実施した｡
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その成果の一部を以下に示す｡

福井・野村 (2009) と福井・野村・小澤・田辺

(2010) は, 被虐待経験が心身の解離傾向と心身症の

背景要因とされてきたアレキシサイミア傾向を介して

心身の不健康に及ぼす影響について検討し, 心身どち

らの不健康に対しても被虐待経験と精神的解離傾向,

さらにはアレキシサイミア傾向の下位次元である ｢感

情の同定・認識困難｣ の主効果を見出したのに対して,

身体表現性解離傾向やアレキシサイミアの他の下位次

元の効果は有意ではないことを報告した｡ また, 野村・

福井 (2009) は, 被虐待経験と心身の解離傾向が精神

症状と身体疾患に及ぼす影響について検討し, 精神症

状のほとんどに対しては精神的解離傾向の有意な効果

を見出したのに対して, 身体疾患に対しては身体表現

性解離傾向の影響が有意となり, 精神的解離傾向の効

果は小さくなることを報告した｡

さらに, 福井・野村 (2010) は, 上述のモデルに愛

着の内的ワーキング・モデルの２つの下位次元を加え

て同様の分析を行った結果, ほとんどの精神症状に対

しては, 被虐待経験と愛着の内的ワーキング・モデル

の下位次元の一つである ｢見捨てられ不安｣ (自己モ

デル) と精神的解離傾向の有意な効果が保存されたの

に対して, 身体疾患に対しては, 被虐待経験と愛着の

内的ワーキング・モデルの ｢見捨てられ不安｣, 身体

表現性解離傾向, 精神的解離傾向の効果の現れ方に一

貫性がなく, 愛着の内的ワーキング・モデルの ｢親密

性の回避｣ の主効果が常に有意ではなかったことだけ

が一貫していた｡ クラスタ分析の結果, 被虐待経験と

の関連が強いのは ｢とらわれ型｣ の愛着型を持つサブ

タイプであり, 身体疾患を最も報告していたのに対し

て, ｢恐れ－回避型｣ の愛着型を持つサブタイプにお

いては被虐待経験も身体表現性解離傾向も低く, 精神

症状の得点のみが高かったことが分かった (福井・野

村, 2010)｡

ここまでで, 被虐待経験が不安定愛着を形成し, 心

身の解離傾向を促進することで, 心身の不適応に至る

というモデルを支持する証拠が, 一部は矛盾する結果

も含みつつも蓄積されてきていたが, それぞれの研究

は大学生を対象とした最大200人規模の調査によるも

のに過ぎず, 大規模な標本における再現性を検証する

必要性があった｡

また, 個別の心身症や身体疾患に対する被虐待経験

と愛着の内的ワーキング・モデル, 心身の解離傾向の

効果についてはこの時点では未検討であったため, 代

表的な心身症である IBSから, 上述のモデルの適合

を検討し始めることにした｡ IBSを選択した理由は,

1) いち早く, 被虐待経験のようなトラウマ体験の影

響が診療ガイドラインに明記されたことと, 2) 筆者

らの検討でも消化器系疾患には被虐待経験や愛着の内

的ワーキング・モデル, 心身の解離傾向の影響が見ら

れたこと, 3) 健康な大学生を対象とするに当たって,

有病率の多い疾患を選択したかったことが挙げられる｡

さらに, 上述のモデルにおいて, 被虐待経験や不安

定愛着, 心身の解離傾向が心身の不健康に及ぼす影響

の媒介要因について検討する必要が生じた｡

3. 被虐待経験や不安定愛着, 心身の解離傾向が心身

の健康に及ぼす影響の媒介要因

前述したように, 虐待を受けた者が, 長期にわたる

悪影響に見舞われることはよく知られていた｡ ただし,

それを媒介する要因については検討が不十分であった｡

また, 不安定愛着が心身の不健康や不適応を招来する

こともよく知られていたが, そのメカニズムは未解明

であった｡ さらに, 解離傾向に至っては, 心身に多様

な愁訴が現れるが, その増悪の媒介要因について決め

手があるとは言えなかった｡

３つの要素に共通する要因として, 情動調整スキル

や対人関係スキルのような社会的スキルの未発達とそ

れによって生じる対人的なストレス事態が候補として

考えられた｡ 虐待経験を受けた者が, 他者を恐れたり,

信頼できなくなったり, 回避したりすることは容易に

推測できる｡ また, 愛着形成の不全は情動調整の不全

や対人関係のあり方と深い関わりがある｡ さらに解離

はこうした適切な社会的スキルを持てなかった者が十

分なソーシャル・サポートを得られないために頼らざ

るを得ない原始的な防衛機制であるとも考えることが

できる｡

そこで, CAASK2 では, 情動調整に関係する要因を

可能な限り多く測定することにした｡ また, 情動調整

不全の結果として生じる様々な対人困難やその要因に

ついても多方面から測定を試みた｡ 具体的な尺度名は

後述するが, 対人関係全般に関わる変数を多様な側面

から測定した｡

4. 大規模調査の必要性

このように, 被虐待経験が不安定愛着を形成し, 情

動調整不全を招くことによって, 対人ストレスや対人

関係上の問題が増加し, その結果として心身の不健康・

不適応に至るという理論モデルに対して, 大規模な調

査 (CAASK2) を実施することで, その妥当性を検討
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する必要が生じた｡

そこで我々は, 2012年から２年間にわたって継続的

にデータを収集した｡ 独立変数は被虐待経験や愛着,

心身の解離傾向に関する変数群, 媒介変数は情動調整

や情動コンピテンス, 共感性など対人関係の悪化に寄

与する変数群, 従属変数は心身の不健康や不適応に関

する変数群である｡ 具体的な尺度名については後述

した｡ なお, ほとんど全ての尺度は日本語版が作成

されており, 信頼性と妥当性が確立されているが,

CAASK2 から新たに尺度が作成されたこともあった｡

一度に実施する調査における項目数は, 調査協力者

の負担を考慮して, １回当たり200項目前後までとし

た｡ また, 変化しやすい状態や特性の測定など, 特別

な理由がある場合を除いて, 同一尺度の重複測定は可

能な限り避けた｡ また, 調査は, 第一著者のゼミ生に

よる卒論や修論のためのデータ収集も兼ねて実施され

たため, CAASK2 に関係のない尺度も, ある程度含ま

れていた｡

1. 手続き

2012年は10回, 2013年には８回に渡って, 第一著者

の所属先と, 非常勤で勤務する大学の心理学系の授業

で質問票調査を実施した｡ なお, 潜在的な愛着スタイ

ルを測定するために用いた後述する潜在連合テストに

ついてのみ, 授業中に募集を行い, 後日, 他所で実験

を実施した｡

2. 倫理的配慮

配布する質問票については, 修士論文のための研究

である場合には, 可能な限り所属先の ｢ヒトを対象と

した研究に関する倫理審査委員会｣ の承認を受けたが,

卒業論文のための研究である場合には, 倫理委員会に

おける審査の手続きが未整備であったため, 倫理審査

委員会で認可された研究と同等の倫理的配慮を厳格に

遵守して調査を実施した｡ また, 非常勤先の大学では,

事前にその大学の教員に研究計画と質問票の現物を見

せて, 調査実施の許可を受けるルールがあったため,

それに従って許可を受けた｡ なお, 非常勤先でのみ,

コースクレジット制度が採用されていたため, これを

利用した｡ 質問票調査は, 授業時間中に ｢データ収集

の目的と調査への参加の任意性, データの保管方法と

公表, プライバシーの保護｣ などについて, 文書で同

意を得た上で実施し, 質問票と同意書は別々に回収さ

れた｡ 複数の調査のマッチングは, 個人に特有ではあ

るが, 個人が特定される恐れのない血液型や生まれた

日の２桁の数字, 携帯電話の下２桁の数字などの組み

合わせによって行った｡

なお, 被虐待経験を尋ねる尺度など, 特に配慮が必

要だと思われる尺度が含まれている調査時には, 予め

隣の席を空けて座るように教示した｡

3. 被調査者

2012年については, 大学生2058名 (男性：1143名,

女性：915名) であり, 平均年齢は19.30歳 (���
1.49) であった｡

2013年については, 大学生1097名 (女性：517名,

男性：562名, 不明18名) であり, 平均年齢は19.55歳

(���1.11) であった｡

4. 使用尺度

使用尺度について以下に記した｡ 2012年は Table 1

に, 2013年は Table 2にそれぞれリスト化した｡

CAASK2 (2012年) における使用尺度

① 独立変数 (被虐待経験, 不安定愛着, 心身の解離,

アレキシサイミア)

虐待的養育環境

虐待的養育環境を測定するために, 38項目からな

る CATS (Child Abuse and Trauma Scale : Sanders &

Giolas, 1991 ; Sanders & Becker- Lauren, 1995) の日

本語版 (田辺, 1996, 2005) を用いた｡ 性的虐待, 罰,

ネグレクト, 心理的虐待の４つの下位尺度からなり,

｢0：まったくなかった｣ ～ ｢4：いつものように｣ ま

での５件法で評定を求めた｡

愛着スタイル

愛着スタイルを測定するために, RQ (Relationship

Questionnaire : Bartholomew & Horowitz, 1991) の日

本語版 (加藤, 1998, 1999) を用いた｡ 自己観と他者

観の２つの下位尺度と回答者の愛着スタイルを尋ねる

尺度からなる｡ 本尺度は, ｢一般他者 (人)｣ との関係

について４つの愛着スタイルの特徴を記述した文章か

らなっており, 回答者はまず, ｢人に対する感じ方の

タイプ｣ として導入された４つの文章 (愛着スタイル

の記述文) のそれぞれについて, どの程度自分に一致

しているかを, ｢1：まったくあてはまらない｣ ～ ｢7：

非常にあてはまる｣ までの７件法で評定を求めた｡ 次

に, その４つのスタイルから自分に最も当てはまると

思うスタイルを１つ選択するよう求めた｡
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愛着の顕在的内的ワーキング・モデル

愛着の顕在的内的ワーキング・モデルを測定するた

めに, 30項目からなる ECR (the Experience in Close

Relationships inventory : Brennan & Shaverm, 1998)

を元に中尾・加藤 (2004) が作成した一般他者版成人

愛着スタイル尺度 (ECR�GO: the Experience in Close

Relationships inventory Generalized Other version) を

用いた｡ 顕在的 ｢見捨てられ不安｣ と顕在的 ｢親密性

の回避｣ の２つの下位尺度からなり, ｢1：まったくあ

てはまらない｣ ～ ｢7：非常にあてはまる｣ までの７

件法で評定を求めた｡

愛着の潜在的内的ワーキング・モデル

潜在的な愛着の内的ワーキング・モデルを測定する

ために, 潜在連合テスト (Implicit Association Test :

以後 IAT) (Greenwald, McGhee, & Schwartz, 1998)

に基づいて作成された, ｢見捨てられ不安｣ IAT と

｢親密性の回避｣ IAT (藤井・山田・上淵・利根川,

2011) を用いた｡ 潜在的 ｢見捨てられ不安｣ と潜在的

｢親密性の回避｣ の２つの下位尺度からなる｡ なお,

IATでは通常は PCを用いて語彙分類課題の反応時間

を測定することで各変数が計算されるが, CAASK2 で

は紙と筆記用具を用いた紙筆版でも測定された｡

精神的解離

精神的解離を測定するために, 28項目からなる

DES�Ⅱ (Dissociative Experience Scale-Ⅱ: Bernstein,

& Putnaum, 1986 ; Carson, & Putnam, 1993) の日本語

版 (田辺・小川, 1992) を用いた｡ 合計得点を精神的

解離の得点として, ｢0％：そういうことはない｣ ～

｢100％：いつもそうだ｣ までの11件法で評定を求めた｡

身体表現性解離

身体表現性解離を測定するために, 20項目からなる

SDQ�20 (Somatoform Dissociation Questionnaire :

Nijenhuis, Spinhoven, Van Dyck, Van der Hart, &

Vanderlinden, 1996) の日本語版 (福島・胡桃澤・田

中・安, 未公刊) を用いた｡ 合計得点を身体表現性解

離の得点として, ｢0：全くあてはまらない｣ ～ ｢4：

非常にあてはまる｣ までの５件法で評定を求めた｡

アレキシサイミア

アレキシサイミアを測定するために, 16項目からな

る GALEX (Gotow Alexithymia Questionnaire : 後藤・

小玉・佐々木, 1999) を用いた｡ 体感・感情の認識不

全, 感情の表現不全, 表層的思考, 空想の欠如の４つ

の下位尺度からなり, ｢1：まったくあてはまらない｣

～ ｢7：まったくあてはまる｣ までの７件法で評定を

求めた｡

② 媒介・調整変数 (情動調整不全, 情動スキル, 社

会的スキル, 対人ストレス, 対人困難)

ふれ合い恐怖心性

ふれ合い恐怖心性を測定するために, 17項目からな

るふれ合い恐怖心性尺度 (岡田, 2002) を用いた｡ 対

人退却, 関係調整不全の２つの下位尺度からなり, ｢1：

まったくあてはまらない｣ ～ ｢6：とてもあてはまる｣

までの６件法で評定を求めた｡

対人恐怖心性

対人恐怖心性を測定するために, 30項目からなる対

人恐怖心性尺度 (堀井・小川, 1996, 1997) を用いた｡

自分や他人が気になる悩み, 集団に溶け込めない悩み,

社会的場面で当惑する悩み, 目が気になる悩み, 自分

を統制できない悩み, 生きることに疲れている悩みの

６つの下位尺度からなり, ｢0：全然あてはまらない｣

～ ｢6：非常にあてはまる｣ までの７件法で評定を求

めた｡

対人依存欲求

対人依存欲求を測定するために, 20項目からなる対

人依存尺度 (竹澤・小玉, 2004) を用いた｡ 他者に対

する情緒的依存欲求, 道具的依存欲求の２つの下位尺

度からなり, ｢1：全くそう思わない｣ ～ ｢6：いつも

そう思う｣ までの６件法で評定を求めた｡

孤独感

孤独感を測定するために, 20項目からなる改訂版

UCLA孤独感尺度 (Russell, Peplau, & Cutrona, 1980)

の日本語版 (諸井, 1991) を用いた｡ 合計得点を孤独

感の得点として, ｢1：けっして感じない｣ ～ ｢4：た

びたび感じる｣ までの４件法で評定を求めた｡

自己隠蔽

自己隠蔽を測定するために, 12項目からなる自己隠

蔽尺度 (Larson, & Chastain, 1990) の日本語版 (河野,

2000) を用いた｡ 合計得点を自己隠蔽の得点として,

｢1：まったくそうでない｣ ～ ｢5：そうである｣ まで

の５件法で評定を求めた｡

ソーシャル・サポート

ソーシャル・サポートを測定するために, 12項目か

らなる MSPSS (Multidimensional Scale of Perceived

Social Support : Zimet, Dahlem, Zimet, & Farley, 1988)

の日本語版である SSJ (Social Support scale for Japa-

nese : 田中・竹尾・七田・小山・羽毛田・塚田,

2010) を用いた｡ 家族のサポート, 大切な人のサポー

ト, 友人のサポートの３つの下位尺度からなり, ｢1：

全くそう思わない｣ ～ ｢7：非常にそう思う｣ までの

７件法で評定を求めた｡
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心理的負債感

心理的負債感を測定するために, 18項目からなる心

理的負債感尺度 (相川・吉森, 1995) を用いた｡ 合計

得点を心理的負債感の得点として, ｢1：全くあてはま

らない｣ ～ ｢6：非常にあてはまる｣ までの６件法で

評定を求めた｡

社会的スキル

社会的スキルを測定するために, 18項目からなる

KiSS�18 (Kikuchi’s Scales of Social Skill -18 項目版：

菊池, 1988) を用いた｡ 合計得点を社会的スキルの得

点として, ｢1：いつもそうでない｣ ～ ｢5：いつもそ

うだ｣ までの５件法で評定を求めた｡

過剰適応

過剰適応を測定するために, 33項目からなる青年期

前期用過剰適応尺度 (石津, 2008) を用いた｡ 自己制

御, 他者配慮, 期待に沿う努力, 自己不全感, 人から

よく思われたい欲求の５つの下位尺度からなり, ｢1：

全くあてはまらない｣ ～ ｢5：非常によくあてはまる｣

までの５件法で評定を求めた｡

共感性

共感性を測定するために, 24項目からなる多次元共

感性尺度 (MES: Multidimentional Empathy Scale : 鈴

木・木野, 2008) を用いた｡ 被影響性, 想像性, 視点

取得, 個人的苦痛, 共感的配慮の５つの下位尺度から

なり, ｢1：まったくあてはまらない｣ ～ ｢5：とても

よくあてはまる｣ までの５件法で評定を求めた｡

対人ストレスコーピング

対人ストレスコーピングを測定するために, 34項目

からなる対人ストレスコーピング尺度 (ISI : Interper-

sonal Stress-coping Inventory : 加藤, 2000) を用いた｡

ポジティブ関係コーピング, ネガティブ関係コーピン

グ, 解決先送りコーピングの３つの下位尺度からなり,

｢1：あてはまらない｣ ～ ｢4：よくあてはまる｣ まで

の４件法で評定を求めた｡

ノンバーバル・スキル

ノンバーバル・スキルを測定するために, 10項目か

らなるノンバーバル・スキル尺度 (和田, 1992) を用

いた｡ 統制, 表出性, 感受性の３つの下位尺度からな

り, ｢1：まったくあてはまらない｣ ～ ｢5：とてもよ

くあてはまる｣ までの５件法で評定を求めた｡

情動コンピテンス

情動コンピテンスを測定するために, 28項目からな

る情動コンピテンス尺度 (久木山, 2002) を用いた｡

ネガティブな情動の影響への対処, 状況の読み取り,

自分の情動の覚知, 他者の情動への関心, 共感性, 表

出の制御の６つの下位尺度からなり, ｢1：まったくな

い｣ ～ ｢5：いつも｣ までの５件法で評定を求めた｡

サイコパシー傾向

サイコパシー傾向を測定するために, 21項目からな

る PSPS (Primary and Secondary Psychopathy Scales :

Levenson, Kiehl, & Fitzpatrick, 1995) の日本語版 (杉

浦・佐藤, 2005) を用いた｡ 一次性サイコパシー傾向,

二次性サイコパシー傾向の２つの下位尺度からなり,

｢1：全くあてはまらない｣ ～ ｢4：非常にあてはまる｣

までの４件法で評定を求めた｡

劣等感

劣等感を測定するために, 50項目からなる劣等感尺

度 (高坂, 2008) を用いた｡ 異性との付き合いの苦手

さ, 学業成績の悪さ, 運動能力の低さ, 家族水準の低

さ, 性格の悪さ, 友達づくりの下手さ, 統率力, 身体

的魅力のなさの８つの下位尺度からなり, ｢1：まった

く感じない｣ ～ ｢5：とても感じる｣ までの５件法で

評定を求めた｡

妬み, シャーデンフロイデ, 同情

妬み, シャーデンフロイデ, 同情を測定するために,

仮想的なシナリオと感情の測定 (澤田, 2009) を用い

た｡ 仮想的なシナリオは, 架空のターゲット人物

(T.F. さん) に関する２種類 (有利条件 vs平均条件)

であった｡ それぞれの条件でターゲット人物の状況が

異なっていた｡ 有利条件では, 架空の人物は都内の有

名私立大学生で裕福な家庭で育った後, 高級マンショ

ン暮らし, スポーツが得意で, 同じサークルの容姿端

麗な人と付き合っている｡ 加えて, 成績は非常に優秀

で, 大手進学塾で時給3000円の塾講師のアルバイトを

しており, 就職は希望していた一流企業から内定を得

たというものであった｡ 平均条件では, 地方のあまり

名の知られていない私立大学生で, 平均的な家庭で育っ

た後, 古くて安いアパートで暮らし, スポーツは得意

ではないが, 同じサークルの容姿は普通と評される人

と付き合っている｡ そして, 成績は普通で小さな学習

塾で時給800円の事務アルバイトをしており, 就職は

あまり知られていない中小企業から内定を得たという

ものであった｡ 上記のどちらかの条件のシナリオを提

示された後, 架空の人物についてどのように思うかを

回答するように求めた｡ その際, 妬みに関する項目５

つ (例, T.F. さんに嫉妬を感じる) (澤田, 2008) と,

妬みはネガティブな感情のため, 全ての項目に低い得

点を報告するという防衛的な反応が懸念されるために,

フィラー項目６つ (私は T.F. さんのようになりたい)

(澤田, 2008) について ｢1：全くそう思わない｣ ～ ｢6：
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非常にそう思う｣ までの６件法で評定を求めた｡ 次に

澤田 (2008), Sawada & Hayama (2012) にならい,

ターゲット人物に関するシナリオに引き続き, その後

日談として, 自身の不注意から不幸に見舞われるとい

う仮想場面 (自身が飲酒運転をし, 警察に検挙された

ことが原因となり, 内定を取り消され, 恋人にも振ら

れてしまう) というシナリオを提示した｡ そして, 架

空の人物について感じる気持ちについて, 13項目の質

問 (例, うれしい, 気の毒だ) (澤田, 2003) につい

て, ｢1：全くそう思わない｣ ～ ｢6：非常にそう思う｣

までの６件法で評定を求めた｡ 上記のシナリオへの回

答を通して, 妬み, シャーデンフロイデ, 同情の下位

尺度を得た｡

共有経験

共有経験を測定するために, 共有経験尺度 (角田,

1991, 1992) を改訂し, 20項目からなる共有経験尺度

改訂版 (角田, 1994) を用いた｡ 共有経験尺度と共有

不全経験尺度の２つの下位尺度からなり, ｢0：まった

くあてはまらない｣ ～ ｢6：とてもあてはまる｣ まで

の７件法で評定を求めた｡

相談行動の利益・コスト

相談行動の利益・コストを測定するために, 相談行

動の利益・コスト尺度 (永井・新井, 2007) の改訂版

であり, 26項目からなる相談行動の利益・コスト尺度

改訂版 (永井・新井, 2008) を用いた｡ ポジティブな

結果, 否定的応答, 秘密漏洩, 自己評価の低下, 問題

の維持, 自助努力による充実感の６つの下位尺度から

なり, ｢1：そう思わない｣ ～ ｢5：そう思う｣ までの

５件法で評定を求めた｡

被援助志向性

被援助志向性を測定するために, 11項目からなる被

援助志向性尺度 (田村・石隈, 2001) を用いた｡ 援助

の欲求と態度, 援助関係に対する抵抗感の低さの２つ

の下位尺度からなり, ｢1：全くあてはまらない｣ ～

｢5：よくあてはまる｣ までの５件法で評定を求めた｡

特性被援助志向性尺度

特性被援助志向性を測定するために, 13項目からな

る特性被援助志向性尺度 (田村・石隈, 2006) を用い

た｡ 被援助に対する懸念や抵抗感の低さと被援助に対

する肯定的態度の２つの下位尺度からなり, ｢1：全く

あてはまらない｣ ～ ｢5：よくあてはまる｣ までの５

件法で評定を求めた｡

共感指数

共感指数を測定するために, 60項目からなる共感指

数 (EQ: Empathizing Quotient ; Baron-Cohen, 2003 三

宅訳, 2005) 尺度を用いた｡ 合計得点を共感指数の得

点として, ｢1：あてはまる (そうである)｣ ～ ｢4：あ

てはまらない (そうでない)｣ までの４件法で評定を

求めた｡

システム化指数

システム化指数を測定するために, 60項目からなる

システム化指数 (SQ: Sytemizing Quotient ; Baron-

Cohen, 2003 ; 三宅訳, 2005) 尺度を用いた｡ 合計得

点をシステム化指数の得点として, ｢1：あてはまる

(そうである)｣ ～ ｢4：あてはまらない (そうでない)｣

までの４件法で評定を求めた｡

他者意識

他者意識を測定するために, 15項目からなる他者意

識尺度 (辻, 1993) を用いた｡ 内的他者意識, 外的他

者意識, 空想的他者意識の３つの下位尺度からなり,

｢1：まったくちがう｣ ～ ｢5：まったくそうだ｣ まで

の５件法で評定を求めた｡

向社会的行動

向社会的行動を測定するために, 向社会的行動尺度

(Rushton, Chrisjohn, & Fekkin, 1981) を参考に作成さ

れた, 20項目からなる向社会的行動尺度 (菊池,

1988) を用いた｡ 合計得点を向社会的行動として, ｢1：

したことがない｣ ～ ｢5：いつもした｣ までの５件法

で評定を求めた｡

自己愛

自己愛を測定するために, NPI (Narcisstic Personal-

ity Inventpry : 大石・福田・篠置, 1987) の短縮版で

あり, 30項目からなる NPI�S (Narcisstic Personality

Inventpry Short version :小塩, 1998) を用いた｡ 注目・

賞賛欲求, 優越感・有能感, 自己主張性の３つの下位

尺度からなり, ｢1：まったくあてはまならい｣ ～ ｢5：

とてもよくあてはまる｣ までの５件法で評定を求めた｡

③ 従属変数 (心身の不健康・不適応)

抑うつ

抑うつを測定するために, 20項目からなる自己評価

式抑うつ性尺度 (SDS: Self-rating Depression Scale :

Zung, 1965) の日本語版 (福田・小林, 1973) を用い

た｡ 合計得点を抑うつの得点として, ｢1：ないか, た

まに｣ ～ ｢4：いつも｣ までの４件法で評定を求めた｡

絶望感

絶望感を測定するために, 20項目からなるベック絶

望感尺度 (Beck, Weissman, Lester & Trexler, 1974 ;

Beck, & Steer, 1988) の日本語版 (Tanaka, Sakamoto,

Ono, Fujihara, & Kitamura, 1998) を用いた｡ 合計得点
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を絶望感の得点として, ｢0：はい｣ か ｢1：いいえ｣

の２件法で評定を求めた｡

自尊感情

自尊感情を測定するために, 10項目からなるローゼ

ンバーグの自尊感情尺度 (Rosenberg, 1965) の日本

語版 (山本・松井・山成, 1982) を用いた｡ 合計得点

を自尊感情の得点として, ｢1：あてはまらない｣ ～

｢5：あてはまる｣ までの５件法で評定を求めた｡

主観的幸福感

主観的幸福感を測定するために, ４項目からなる

SHS (Subjective Happiness Scale : Lyubomirsky, &

Lepper, 1999) の日本語版 (島井・大竹・宇津木・池

見 & Lyubomirsky, 2004) を用いた｡ 合計得点を主観

的幸福感の得点として, ｢1：まったくない｣ ～ ｢7：

とてもある｣ までの７件法で評定を求めた｡

人生に対する満足尺度

人生に対する満足度を測定するために, ５項目から

なる SWLS (the Satisfaction With Life Scale : Diener,

Emmons, Larsen, & Griffin, 1985) の日本語版 (角野,

1994) を用いた｡ 合計得点を人生に対する満足感の得

点として, ｢1：全くそうではない｣ ～ ｢7：全くそう

だ｣ までの７件法で評定を求めた｡

攻撃性

攻撃性を測定するために, BAQ (Buss-Perry Ag-

gression Questionnaire: Buss, & Perry, 1992) の日本

語版 (安藤・曽我・山崎・姉妹・嶋田・宇津木・大芦・

坂井, 1999) を用いた｡ 身体的攻撃・短気・敵意・言

語的攻撃の４つの下位尺度からなる｡ 本研究では短気

と敵意得点の12項目を使用し, ｢1：全くあてはまらな

い｣ ～ ｢5：非常によくあてはまる｣ までの５件法で

評定を求めた｡

怒り

怒りを測定するために, 44項目からなる STAXI

(State-Trait Anger Expression Inventory : Spielberger,

1988) の日本語版 (鈴木・春木, 1994) を用いた｡

状態怒り・特性怒り・怒り表出の３つの下位尺度から

なり, ｢1：全くあてはまらない｣ ～ ｢4：とてもよく

あてはまる｣ までの４件法で評定を求めた｡

怒りへの対処

怒りへの対処を測定するために, 23項目からなる

MAQ (������Anger Coping Questionnaire : Müller,

1993) の日本語版 (大竹・島井・曽我・宇津木・山

崎・大芦・坂井・西・松島・嶋田・安藤, 2000) を用

いた｡ 怒り表出, 怒り抑制, 罪悪感, 怒り主張の４つ

の下位尺度からなり, ｢1：全くあてはまらない｣ ～

｢4：いつもあてはまる｣ までの４件法で評定を求めた｡

不安感受性

不安感受性を測定するために, 18項目からなる ASI�
3 (Anxiety Sensitivity Index-3 : Taylar, Zvoiensky, Cox,

Deacon, Heimberg, Ledley, Abramowitz, Holaway,

Sendin, Stewart, Coles, Eng, Daly, Arrindell, Bouvaard,

& Cardenas, 2007) の日本語版 (福井・西村・不破・

宮本, 2011) を用いた｡ 社会的不安, 認知的不安, 身

体的不安の３つの下位尺度からなり, ｢0：あてはまら

ない｣ ～ ｢4：あてはまる｣ までの５件法で評定を求

めた｡

摂食障害傾向

摂食障害傾向を測定するために, EAT (Eating Atti-

tude Test : Garner, & Girfinkel, 1979) の短縮版で, 26

項目からなる EAT�26 (Garner, Olmstead, Bohr, &

Girfinkel, 1982) の日本語版 (Mukai, Crago, & Shisslak,

1994) を用いた｡ 合計得点を摂食障害傾向の得点と

して, ｢1：いつも｣ ～ ｢6：まったくない｣ までの６

件法で評定を求めた｡

精神的健康

精神的健康を測定するために, 30項目からなる

GHQ (General Health Questionnaire : Goldberg, 1978)

の日本語版 (中川・大坊, 1985) を用いた｡ 一般的疾

患, 身体症状, 睡眠障害, 社会的活動障害, 不安, 希

死念慮・うつの６つの下位尺度からなり, ｢1：まった

くなかった｣ ～ ｢4：たびたびあった｣ までの４件法

で評定を求めた｡ なお, 各尺度得点には, １か２で評

定した場合は０に, ３か４で評定した場合は１に変換

してから合計したものを使用した｡

身体的健康

身体の健康状態を測定するために, 男性版160項目,

女性版162項目からなる CMI (Cornel Medical Index :

Brodman, Erdmann, Lorge & Wolff, 1949) の日本語版

(金久・久松, 1972) を用いた｡ 目と耳, 呼吸器系,

心臓脈管系, 消化器系, 筋肉骨格系, 皮膚, 神経系,

泌尿器系 (男女で回答項目が異なる), 疲労度, 疾病

頻度, 既往症, 習慣の12の下位尺度からなり, ｢1：は

い｣ か ｢2：いいえ｣ の２件法で評定を求めた｡

IBS症状

過敏性腸症候群 (IBS : irritable bowel syndrome) の

症状を測定するために, BIBSSQ (Birmingham IBS

Symptom Questionnaire : Roalfe, Roberts, & Wilson,

2008) をもとに作成された11項目からなる BIBSSQ

日本語版 (浅野・駒沢・石村, 2012) を用いた｡ 下

痢・痛み, 便秘, 生活上の支障の３つの下位尺度から
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なり, ｢0：全くない｣ ～ ｢5：いつも｣ までの６件法

で評定を求めた｡

IBSへの対処

IBS傾向の高い人の IBS症状に対する対処方略を測

定するために, 29項目からなる IBS症状に対する対

処方略尺度 (小林・駒沢・竜崎・浅野, 2012) を用い

た｡ 無視・否定, 否認・回避, 原因帰属, 直面の４つ

の下位尺度からなり, ｢0：全くない｣ ～ ｢5：いつも｣

までの６件法で評定を求めた｡

医学的に説明できない皮膚症状

医学的に説明できない皮膚症状を測定するために,

９項目からなる日本語版 Cutaneous 9 (小澤・田辺・

後藤, 2008) を用いた｡ ｢0：全然ない｣ ～ ｢9：非常

にある｣ までの10件法で評定を求め, 評定が ｢1｣ 以

上の項目では感じた部位 (22部位) を問い, 最後に医

師の診断の有無を問うた｡ また, 身体疾患の診断があ

る場合にはその項目は無得点とした｡

④ 統制変数 (ストレッサー, 社会的望ましさ, 文化

的背景, その他)

ストレッサー

ストレッサーを測定するために, 60項目からなる対

人・達成領域別ライフイベント尺度 (高比良, 1981)

を用いた｡ 対人ネガティブライフイベント, 対人ポジ

ティブライフイベント, 達成ネガティブライフイベン

ト, 達成ポジティブライフイベントの４つの下位尺度

からなり, 過去３か月間においてそれぞれのライフイ

ベントを ｢0：経験しなかった｣ か ｢1：経験した｣ の

２件法で評定を求めた｡

社会的望ましさ

社会的望ましさを測定するために, 24項目からなる

バランス型社会的望ましさ尺度 (BIDR: Balanced In-

ventory of Desirable Responding : Paulhus, 1991) の日

本語版 (谷, 2008) を用いた｡ 自己欺瞞と印象操作の

２つの下位尺度からなり, ｢1：全くあてはまらない｣

～ ｢7：非常にあてはまる｣ までの７件法で評定を求

めた｡

完全主義

完全主義を測定するために, 多次元自己志向的完全

主義尺度 (桜井・大谷, 1997) と完全主義尺度 (辻,

1992) から作成した20項目からなる自己志向的完全主

義尺度 (福井・山下, 2012) を用いた｡ 完全性と理想

の追求と不完全性と失敗への恐れの２つの下位尺度か

らなり, ｢1：全くあてはまらない｣ ～ ｢6：非常にあ

てはまる｣ までの６件法で評定を求めた｡

自己効力感

自己効力感を測定するために, 23項目からなる特性

的自己効力感尺度 (Shere, Mercandate, Printice-Dun,

& Jacobs, 1982) の日本語版 (成田・下仲・中里・河

合・佐藤・長田, 1995) を用いた｡ 合計得点を自己効

力感の得点として, ｢1：そう思う｣ ～ ｢5：そう思わ

ない｣ までの５件法で評定を求めた｡

行動の動機づけ

罰からの回避と報酬への接近の動機づけシステムを

測定するために, 20項目からなる BIS / BAS尺度 (Be-

havioral Inhibition System and Behavioral Active System

scales : Carver, & White, 1994) の日本語版 (高橋・山

形・木島・繁桝・大野・安藤, 2007) を用いた｡ BIS,

BAS駆動, BAS刺激探求, BAS報酬反応性の４つの

下位尺度からなり, ｢1：あてはまらない｣ ～ ｢4：あ

てはまる｣ までの４件法で評定を求めた｡

風習行動

日本の伝統的な風習を日常生活においてどの程度行っ

ているかを測定するために, 101項目からなる風習行

動尺度 (福井, 2013) を用いた｡ 季節行事, 少数派風

習, 迷信, 祈願・祈祷, 弔い, 言い伝え, 厄年の７つ

の下位尺度があり, ｢1：全くしない (だろう)｣ ～ ｢5：

必ずする (だろう)｣ までの５件法で評定を求めた｡

また, 項目の内容が全く知らない行動であった場合は,

｢1：全くしない (だろう)｣ を選択するよう求めた｡

なお, 本研究によって測定されたデータから, 本尺度

は開発された｡

正当世界信念

正答世界信念を測定するために, ４項目からなる正

当世界信念尺度 (今野・堀, 1998) を用いた｡ 合計得

点を正当世界信念の得点として, ｢1：全くそう思わな

い｣ ～ ｢5：非常にそう思う｣ までの５件法で回答を

求めた｡

不公正状況への認知

不公正状況の認知を測定するために, 今野・堀

(1998) の手順に従って, 因果応報と不公正な現状の

２つの得点を得た｡ この方法では12の不公平状況を,

(1) どの程度よくあることか, (2) どの程度不公平と

感じるか, (3) どの程度あきらめを感じるかの観点か

ら ｢1：全く｣ ～ ｢5：非常に｣ までの５件法で評定を

求めた｡
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Table 1 CAASK2 (2012年）において使用した尺度の一覧

変数 尺度名 作者 下位尺度

独立変数
虐待的養育環境 CATS日本語版 田辺(1996, 2005) 性的虐待，罰，ネグレクト，心理的虐待
愛着スタイル RQ日本語版 加藤(1998/99) 自己観，他者観
愛着の顕在的内的ワーキング・
モデル

一般他者版成人愛着スタイル尺度
(ECR�GO)

中尾・加藤(2004) 顕在的見捨てられ不安，顕在的親密性の回避

愛着の潜在的内的ワーキング・
モデル

愛着の内的ワーキングモデル IAT(実験) 藤井他(2011) 潜在的見捨てられ不安，潜在的親密性の回避

精神的解離 DES-Ⅱ日本語版 田辺・小川(1992) 精神的解離
身体表現性解離 SDQ-20 日本語版 福島他(未公刊) 身体表現性解離
アレキシサイミア GALEX 後藤他(1999) 体感・感情の認識不全，感情の表現不全，表層的思考，

空想の欠如
媒介・調整変数
ふれ合い恐怖心性 ふれ合い恐怖心性尺度 岡田(2002) 対人退却，関係調整不全
対人恐怖心性 対人恐怖心性尺度 堀井・小川(1995, 1997) 自分や他人が気になる悩み，集団に溶け込めない悩み，

社会的場面で当惑する悩み，目が気になる悩み，自分
を統制できない悩み，生きることに疲れている悩み

対人依存欲求 対人依存欲求尺度 竹澤・小玉(2004) 情緒的依存欲求，道具的依存欲求
孤独感 改訂版 UCLA孤独感尺度日本語版 諸井(1991) 孤独感
自己隠蔽 自己隠蔽尺度日本語版 河野(2000) 自己隠蔽
ソーシャル・サポート ソーシャル・サポート尺度(SSJ) 岩佐他(2007) 家族のサポート，大切な人のサポート，友人のサポー

ト
心理的負債感 心理的負債感尺度 相川・吉森(1995) 心理的負債感
社会的スキル KiSS�18 菊池(1988) 社会的スキル
過剰適応 青年期前期用過剰適応尺度 石津(2008) 自己制御，他者配慮，期待に沿う努力，自己不全感，

人からよく思われたい欲求
共感性 多次元共感性尺度(MES) 鈴木・木野(2008) 被影響性，想像性．視点取得，個人的苦痛，共感的配

慮
対人ストレスコーピング 対人ストレスコーピング尺度(ISI) 加藤(2000) ポジティブ関係コーピング，ネガティブ関係コーピン

グ，解決先送りコーピング
ノンバーバル・スキル ノンバーバル・スキル尺度 和田(1992) 統制，表出性，感受性
情動コンピテンス 情動コンピテンス尺度 久木山(2002) ネガティブな情動の影響への対処，状況の読み取り，

自分の情動の覚知，他者の情動への関心，共感性，表
出の制御

サイコパシー傾向 PSPS日本語版 杉浦・佐藤(2005) 一次性サイコパシー傾向，二次性サイコパシー傾向
劣等感 劣等感尺度 高坂(2008) 異性との付き合いの苦手さ，学業成績の悪さ，運動能

力の低さ，家族水準の低さ，性格の悪さ，友達づくり
の下手さ，統率力，身体的魅力のなさ

妬み，シャーデンフロイデ，同
情

仮想的なシナリオについて評定 澤田(2009) 妬み，シャーデンフロイデ，同情

共有経験 共感経験尺度改訂版 角田(1994) 共有経験尺度，共有不全経験尺度
相談行動の利益・コスト 相談行動の利益・コスト尺度改訂版 永井・新井(2008) ポジティブな結果，否定的応答，秘密漏洩，自己評価

の低下，問題の維持，自助努力による充実感
被援助志向性 被援助志向性尺度 田村・石隈(2001) 援助の欲求と態度，援助関係に対する抵抗感の低さ
特性被援助志向性 特性援助志向性尺度 田村・石隈(2006) 被援助に対する懸念や抵抗感の低さ，被援助に対する

肯定的態度
共感指数 共感指数(EQ)尺度 Baron-Cohen/三宅訳(2005) EQ指数
システム化指数 システム化指数(SQ)尺度 Baron-Cohen/三宅訳(2005) SQ指数
他者意識 他者意識尺度 辻(1993) 内的他者意識，外的他者意識，空想的他者意識
向社会的行動 向社会的行動尺度 菊池(1988) 向社会的行動
自己愛 NPI�S 小塩(1998) 注目・賞賛欲求，優越感・有能感，自己主張性

従属変数
抑うつ 自己評価式抑うつ性尺度日本語版(SDS) 福田・小林(1973) 抑うつ
絶望感 ベック絶望感尺度 Tanaka et al.(1998) 絶望感
自尊感情 ローゼンバーグの自尊感情尺度日本語版 山本他(1982) 自尊感情
主観的幸福感 日本語版主観的幸福感尺度(SHS) 島井他(2004) 主観的幸福感
人生に対する満足度 SWLS日本語版 角野(1994) 人生満足感
攻撃性 BAQ日本語版 安藤他(1999) 身体的攻撃・短気・敵意・言語的攻撃
怒り STAXI日本語版 鈴木・春木(1994) 状態怒り尺度・特性怒り尺度・怒り表出尺度
怒りへの対処 MAQ日本語版 大竹他(2000) 怒り表出，怒り抑制，罪悪感，怒り主張
不安感受性 ASI�3 日本語版 福井他(2011) 社会的不安，認知的不安，身体的不安
摂食障害傾向 EAT�26 日本語版 Mukai et al.(1994) 摂食行動
精神的健康 GHQ30 日本語版 中川・大坊(1985) 一般的疾患，身体症状，睡眠障害，社会的活動障害，

不安，希死念慮・うつ
身体的傾向 CMI日本語版 金久・久松(1972) 目と耳，呼吸器系，心臓脈管系，消化器系，筋肉骨格

系，皮膚，神経系，泌尿器系，疲労度，疾病頻度，既
往症，習慣

IBS症状 BIBSSQ-J日本語版 浅野他(2012) 下痢・痛み，便秘，生活上の支障
IBSへの対処 IBS症状に対する対処方略尺度 小林他(2012) 無視・否定，否認・回避，原因帰属，直面
医学的に説明されない皮膚症状 日本語版 Cutaneous9 小澤他(2008) 皮膚症状(部位別)

統制変数
ストレッサー 対人・達成領域別ライフイベント尺度 高比良(1981) 対人ネガティブライフイベント，対人ポジティブライ

フイベント，達成ネガティブライフイベント，達成ポ
ジティブライフイベント

社会的望ましさ バランス型社会的望ましさ尺度日本語版
(BIDR-J)

谷(2008) 自己欺瞞，印象操作

完全主義 自己志向的完全主義尺度 福井・山下(2012) 完全性と理想の追求，不完全性と失敗への恐れ
自己効力感 特性的自己効力感尺度 成田他(1995) 自己効力感
行動の動機付け BIS /BAS尺度日本語版 高橋他(2007) BIS，BAS駆動，BAS刺激探求，BAS報酬反応性
風習行動 風習行動尺度 福井(2013) 季節行事，少数派風習，迷信，祈願・祈祷，弔い，言

い伝え，厄年
正当世界信念 正当世界信念尺度 今野・堀(1998) 正当世界信念
不公正状況への認知 不公正状況の認知の尺度 今野・堀(1988) 因果応報，不公正な現状



CAASK2 (2013年) における使用尺度

① 独立変数 (被虐待経験, 不安定愛着, 心身の解離,

アレキシサイミア)

両親の養育態度

養育者の養育態度を測定するために, 25項目から

なる PBI (Parental Bonding Instrument : Paker, Tupling

& Brown, 1979) の日本語版 (小川, 1991) を用いた｡

養護と過保護の２因子からなり, 父親と母親の養育態

度について別々に回答させた｡ 各項目に対して, ｢1：

該当しない｣ ～ ｢4：該当する｣ までの４件法で評定

を求めた｡

愛着の顕在的内的ワーキング・モデル

愛着の顕在的内的ワーキング・モデルを測定するた

めに, 一般他者版成人愛着スタイル尺度 (ECR�GO:

中尾・加藤, 2004) を用いた｡ 本尺度については,

2012年にも測定しているため詳細は割愛した｡

日常的解離

日常的解離傾向を測定するために, 日常的解離尺度

(中村, 2003) を短縮し, ６項目からなる日常的解離

尺度短縮版 (舛田・中村, 2005) を用いた｡ 合計得点

を日常的解離の得点として, ｢1：あてはまらない｣ ～

｢5：あてはまる｣ までの５件法で評定を求めた

日常的分割投影

日常的分割投影傾向を測定するために, 日常的分割

投影尺度 (中村, 2003) を短縮し, ８項目からなる日

常的分割投影尺度短縮版 (舛田他, 2005) を用いた｡

合計得点を日常的分割投影傾向の得点として, ｢1：あ

てはまらない｣ ～ ｢5：あてはまる｣ までの５件法で

評定を求めた

精神的解離傾向

精神的解離傾向を測定するために, 28項目からなる

DES�Ⅱの日本語版 (田辺他, 1992) を用いた｡ 本尺

度については, 2012年にも測定しているため詳細は割

愛した｡

非現実感

日常生活における非現実感経験を測定するために,

77項目からなる非現実感質問紙 (須永, 1996) を用い

た｡ 合計得点をそれぞれ特性非現実感, 状態非現実感

の得点として, ｢1：まったくない｣ ～ ｢7：いつもそ

うである｣ までの７件法で評定を求めた｡

身体表現性解離

身体表現性解離を測定するために, SDQ�20 の日本

語版 (福島他, 未公刊) を用いた｡ 本尺度については,

2012年にも測定しているため詳細は割愛した｡

包括的解離

解離性の主観的体験を包括的に測定するために, 65

項目からなる包括的解離尺度 (Fukui & Tanabe, 2014)

を用いた｡ 離人と現実感喪失, 気配・対人過敏, 能動

的夢体験, 身体感覚異常, 解離性幻覚, 鏡恐怖, 夢う

つつ体験の７つの下位尺度からなり, ｢0：全くない｣

～ ｢4：いつもそうである｣ までの５件法で評定を求

めた｡ なお, 本研究によって測定されたデータから,

本尺度は開発された｡

② 媒介・調整変数 (情動調整不全, 情動スキル, 社

会的スキル, 対人ストレス, 対人困難)

コミュニケーション・スキル

コミュニケーション・スキルを測定するために, 24

項目からなる ENDCOREs (藤本・大坊, 2007) を用

いた｡ 自己統制, 表現力, 解読力, 自己主張, 他者受

容, 関係調整の６つの下位尺度からなり, ｢1：かなり

得意｣ ～ ｢7：かなり苦手｣ までの７件法で評定を求

めた｡

首尾一貫感覚

首尾一貫感覚を測定するために, 29項目からなる

SOC (Sence of Coherence) スケール (Antonovosky,

1987 ; 山崎・吉井監訳, 2001) の日本語版 (山崎,

1999) 用いた｡ 把握可能感, 有意味感, 処理可能感の

３つの下位尺度からなり, ｢1：あてはまらない｣ ～

｢5：あてはまる｣ までの５件法で評定を求めた｡

対人ストレスコーピング

対人ストレスコーピングを測定するために, 対人ス

トレスコーピング尺度 (ISI : 加藤, 2000) を用いた｡

本尺度については, 2012年にも測定しているため詳細

は割愛した｡

自己関係づけ

自己関係づけを測定するために, 12項目からなる自

己関係づけ尺度 (金子, 2000) を用いた｡ 合計得点を

自己関係づけの得点として, ｢1：あてはまらない｣ ～

｢5：あてはまる｣ までの５件法で評定を求めた｡

自己愛脆弱性

自己愛脆弱性を測定するために, 自己愛脆弱性尺度

(NVS: Narcissistic Vulnerability Scale ; 上地・宮下,

2005) を短縮した, 20項目からなる自己愛脆弱性尺度

短縮版 (上地・宮下, 2009) を用いた｡ 承認賞賛過敏

性, 自己顕示抑制, 潜在的特権意識, 自己緩和不全の

４つの下位尺度からなり, ｢1：まったくない｣ ～ ｢5：

よくある｣ までの５件法で評定を求めた｡
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対人恐怖心性

対人恐怖心性を測定するために, 対人恐怖心性尺度

(堀井他, 1996, 1997) を用いた｡ 本尺度については,

2012年にも測定しているため詳細は割愛した｡

過剰適応

過剰適応を測定するために, 33項目からなる青年期

前期用過剰適応尺度 (石津, 2006) を用いた｡ 本尺度

については, 2012年にも測定しているため詳細は割愛

した｡

役割同一視

役割同一視を測定するために, 16項目からなる役割

同一視尺度 (RIS : Role Identification Scale : 井上・有

光, 2013) を用いた｡ 役割被期待感と自己決定回避の

２つの下位尺度からなり, ｢1：全くあてはまらない｣

～ ｢6：非常によくあてはまる｣ までの６件法で評定

を求めた｡

共感性

共感性を測定するため多次元共感性尺度 (MES: 鈴

木他, 2008) を用いた｡ 本尺度については, 2012年に

も測定しているため詳細は割愛した｡

ソーシャル・サポート

ソーシャル・サポートを測定するために, MSPSS

(Zimet, et al., 1988) の日本語版である SSJ (田中他,

2010) を用いた｡ 本尺度については, 2012年にも測定

しているため詳細は割愛した｡

③ 従属変数 (心身の不健康・不適応)

抑うつ

抑うつを測定するために, 20項目からなる CES�D
scale (The Center for Epidemiologic Studies Depression

scale : Radloff, 1977) の日本語版 (島・鹿野・北村・

浅井, 1985) を用いた｡ 合計得点を抑うつの得点とし

て, ｢0：まれに～なし｣ ～ ｢3：ほとんど～いつも｣

までの４件法で評定を求めた｡

なお, 抑うつの測定には, 自己評価式抑うつ性尺度

(SDS: 福田他, 1973) も用いたが, 本尺度について

は, 2012年にも測定しているため詳細は割愛した｡

無気力感

無気力感を測定するために, 19項目からなる無気力

感尺度 (下坂, 2001) を用いた｡ 自己不明瞭, 他者不

信, 疲労感の３つの下位尺度からなり, ｢1：全くあて

はまらない｣ ～ ｢6：かなりあてはまる｣ までの６件

法で評定を求めた｡

ボーダーライン傾向

ボーダーライン傾向を測定するために, 50項目から

なるボーダーライン・スケール (Conte, Plutchik,

Karasu, & Jerrett, 1980) の日本語版 (町沢・佐藤,

1990) を用いた｡ 合計得点をボーダーラインの得点と

して, ｢1：はい｣ か ｢2：いいえ｣ の２件法で評定を

求めた｡

幸福感

幸福感を測定するために, SHS日本語版 (島井他,

2004) を使用した｡ 本尺度については, 2012年にも測

定しているため詳細は割愛した｡

人生満足感

人生満足感を測定するために, SWLS日本語版 (角

野, 1994) を用いた｡ 本尺度については, 2012年にも

測定しているため詳細は割愛した｡

ストレス反応

ストレス反応を測定するために, 大学生用ストレス

自己評価尺度 (尾関, 1990) の短縮版であり, 35項目

からなる大学生用ストレス自己評価尺度 (尾関, 1993)

を使用した｡ 情動的反応としての ｢抑うつ｣, ｢不安｣,

｢怒り｣, 認知・行動的反応としての ｢情緒的混乱｣,

｢ひきこもり｣, 身体的反応としての ｢身体的疲労感｣,

｢自律神経系の活動性亢進｣ の７つの下位尺度からな

り, ｢0：あてはまらない｣ ～ ｢3：非常にあてはまる｣

までの４件法で評定を求めた｡

不安

不安を測定するために, STAI (State-Trait Anxiety

Inventory : Spielberger, Gorsuch, & Lushene, 1970) の

日本語版 (清水・今栄, 1981) を用いた｡ 状態不安と

特性不安の２つの尺度からなるが, 本研究では状態不

安の20項目のみを測定した｡ 合計得点を状態不安の得

点として, ｢1：全くあてはまらない｣ ～ ｢4：非常に

よくあてはまる｣ までの４件法で評定を求めた｡

不安感受性

不安感受性を測定するために, ASI�3 (Taylor, et al.,

2007) の日本語版 (福井他, 2011) を使用した｡ 本

尺度については, 2012年にも測定しているため詳細は

割愛した｡

心配

心配の程度を測定するために, 16項目からなる

PSWQ (Penn State Worry Questionnaire : Meyer, Miller,

Metzer, & Borkovec, 1990) の日本語版 (本岡・松見・

林, 2009) を用いた｡ 合計得点を心配傾向の得点とし

て, ｢1：全くあてはまらない｣ ～ ｢5：非常にあては

まる｣ までの５件法で評定を求めた｡

QOL

QOL の程度を測定するために, 26項目からなる
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WHOQOL26 (World Health Organization Quality of

Life : 田崎・中根, 2007) を用いた｡ 身体的, 心理的,

社会的, 環境, 全体の５つの下位尺度からなり, その

内容に合わせて, ｢1：全く悪い｣ ～ ｢5：非常に良い｣

もしくは ｢1：全く不満｣ ～ ｢5：非常に満足｣, ｢1：

まったくない｣ ～ ｢5：非常に｣ の３種類の５件法の

いずれか一つで評定を求めた｡

④ 統制変数 (ストレッサー, 社会的望ましさ, 文化

的背景, その他)

日常生活ストレッサー

ストレッサーを測定するために, 32項目からなる大

学生用日常生活ストレッサー尺度 (嶋, 1992) を用い

た｡ 実存的ストレッサー, 対人ストレッサー, 大学・

学業ストレッサー, 物理・身体的ストレッサーの４つ

の下位尺度からなり, ｢1：ほとんど気にならなかった｣

～ ｢4：とても気になった｣ までの４件法で評定を求

めた｡

ストレスに対する対処方略

ストレスに対する対処方略を測定するために, 24項

目からなる TAC24 (Tri-Axial Coping scale 24 : 神村・

海老・佐藤・戸ヶ崎・坂野, 1995) を用いた｡ 情報収

集 (接近－問題焦点－行動), 放棄・諦め (回避－問

題焦点－認知), 肯定的解釈 (接近－情動焦点－認知),

計画立案 (接近－問題焦点－認知), 回避的思考 (回

避－情動焦点－認知), 気晴らし (回避－情動焦点－

行動), カタルシス (接近－情動焦点－行動), 責任転

嫁 (回避－問題焦点－行動) の８つの下位尺度からな

り, ｢1：そのようにしたこと (考えたこと) はこれま

でない｡ 今後も決してないだろう｣ ～ ｢5：いつもそ

うしてきた (考えてきた)｡ 今後も常にそうするだろ

う｣ までの５件法で評定を求めた｡

没入傾向

没入傾向を測定するために, 19項目からなる没入尺

度 (坂本, 1997) を用いた｡ 自己没入と外的没入の２

つの下位尺度からなり, ｢1：全くあてはまらない｣ ～

｢5：かなりあてはまる｣ までの５件法で評定を求めた｡

自己愛

NPI (大石他, 1988) の短縮版 (小塩, 1998 : NPI-S)

の全30項目を用いた｡ 本尺度については, 2012年にも

測定しているため詳細は割愛した｡

精神的回復力 (レジリエンス)

精神的回復力を測定するために, 21項目からなる精

神的回復力尺度 (小塩・中谷・金子・長峰, 2002) を

用いた｡ 新奇性追求, 感情調整, 肯定的な未来志向の

３つの下位尺度からなり, ｢1：いいえ｣ ～ ｢5：はい｣

までの５件法で評定を求めた｡

また, 同じくレジリエンスを測定するために, 21項

目からなる二次元レジリエンス尺度 (平野, 2010,

2011) を用いた｡ 資質的レジリエンス要因と獲得的レ

ジリエンス要因の２つの下位尺度からなり, ｢1：まっ

たくあてはまらない｣ ～ ｢5：よくあてはまる｣ まで

の５件法で評定を求めた｡

空想

空想傾向および内容を測定するために, 多面的空想

特徴質問紙 (松井・小玉, 2001) の短縮版である多面

的空想特徴質問紙短縮版 (松井・小玉, 2004) を用い

た｡ 本尺度は空想の多面的な特徴を測定するために,

空想内容 (29項目), 空想に対する認識 (９項目), 空

想の役割・影響 (９項目), 空想する状況 (８項目),

空想傾向 (７項目) の５つの尺度で構成される｡ 空想

内容は, 願望充足的空想, 不幸・不運遭遇的空想, 人

生俯瞰的空想, 異相空間的空想, 恋愛・結婚空想の５

つの下位尺度からなり, ｢1：まったくしない｣ ～ ｢4：

よくする｣ までの４件法で評定を求めた｡ 空想に対す

る認識は, 空想活動無益, 空想中願望充足, 空想統制

不能の３つの下位尺度からなり, ｢1：全くそうではな

い｣ ～ ｢5：とてもそうである｣ までの５件法で評定

を求めた｡ 空想の役割・影響は, 未来対処, ポジティ

ブ影響, ネガティブ影響の３つの下位尺度からなり,

｢1：全くそうではない｣ ～ ｢5：とてもそうである｣

までの５件法で評定を求めた｡ 空想する状況は, 不快

状況時空想, 快状況時空想, 行為遂行時空想の３つの

下位尺度からなり, ｢1：全くそうではない｣ ～ ｢5：

とてもそうである｣ までの５件法で評定を求めた｡ 空

想傾向は１つの下位尺度からなり, ｢1：全くそうでは

ない｣ ～ ｢5：とてもそうである｣ までの５件法で評

定を求めた｡

自己効力感

特性的自己効力感を測定するために, 特性的自己効

力感尺度 (Sherer, et al., 1982) の日本語版 (成田他,

1995) を使用した｡ 本尺度については, 2012年にも測

定しているため詳細は割愛した｡

認知的熟慮性―衝動性

認知的熟慮的－衝動性を測定するために, 37項目か

らなる認知的熟慮性―衝動性尺度 (滝聞・坂元, 1991)

を用いた｡ 熟慮性―衝動性, そそっかしさ, 一般的活

動性の３つの下位尺度からなり, ｢1：あてはまらない｣

～ ｢4：あてはまる｣ までの４件法で評定を求めた｡
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Table 2 CAASK2（2013）において使用した尺度の一覧

変数 尺度名 作者 下位尺度

独立変数
両親の養育態度 PBI 小川(1991) 養護，過保護
愛着の顕在的内的ワーキング・
モデル

一般他者版成人愛着スタイル尺度
(ECR�GO)

中尾・加藤(2004) 顕在的見捨てられ不安，顕在的親密性の回避

日常的解離 日常的解離尺度短縮版 舛田・中村(2005) 日常的解離
日常的分割投影 日常的分割投影尺度短縮版 舛田・中村(2005) 日常的分割投影
精神的解離 DES�Ⅱ日本語版 田辺・小川(1992) 解離
非現実感 非現実感質問紙 須永(1996) 非現実感傾向
身体表現性解離 SDQ�20 日本語版 福島他(未公刊) 身体表現性解離
包括的解離 包括的解離尺度 Fukui & Tanabe(2014) 離人と現実感喪失, 気配・対人過敏, 能動的夢体験,

身体感覚異常, 解離性幻覚, 鏡恐怖, 夢うつつ体験

媒介・調整変数
コミュニケーション・スキル ENDCOREs 藤本・大坊(2007) 目己統制，表現力，解読力，自己卞張，他者受容，関

係調整
首尾一貫感覚 SOCスケール日本語版 山崎・吉井(2001) 把握可能感，有意味感，処理可能感
対人ストレスコーピング 対人ストレスコーピング尺度(ISI) 加藤(2000) ポジティブ関係コーピング，ネガティブ関係コーピン

グ，解決先送りコーピング
自己関係づけ 自己関係づけ尺度 金子(2000) 自己関係づけ
自己愛脆弱性 自己愛脆弱性尺度短縮版(NVS) 上地・宮下(2009) 承認賞賛過敏性，自己顕示抑制，潜在的特権意識，自

己緩和不全
対人恐怖心性 対人恐怖心性尺度 堀井・小川(1995, 1997) 自分や他人が気になる悩み，集団に溶け込めない悩み，

社会的場面で当惑する悩み，目が気になる悩み，自分
を統制できない悩み，生きることに疲れている悩み

役割同一視 役割同一視尺度(RIS) 井上・有光(2013) 役割被期待感，自己決定回避
ソーシャル・サポート 日本語版ソーシャル・サポート尺度(SSJ) 岩佐他(2007) 家族のサポート，大切な人のサポート，友人のサポー

ト
共感性 多次元共感性尺度(MES) 鈴木・木野(2008) 被影響性，想像性．視点取得，個人的苦痛，共感的配

慮
従属変数
抑うつ 自己評価式抑うつ性尺度日本語版(SDS) 福田・小林(1973) 抑うつ
抑うつ CES�D scale日本語版 島他(1985) 抑うつ
無気力感 無気力感尺度 下坂(2001) 自己不明瞭，他者不信，疲労感
ボーダーライン ボーダーライン・スケール 町沢・佐藤(1990) ボーダーライン
主観的幸福感 日本語版主観的幸福感尺度(SHS) 島井他(2004) 主観的幸福感
人生に対する満足度 SWLS日本語版 角野(1994) 人生満足感
ストレス反応 大学生用ストレス自己評価尺度 尾関(1993) 抑うつ，不安，怒り，情緒的混乱，ひきこもり，身体

的疲労感，自律神経系の活動性亢進
不安 STAI日本語版 清水・今栄(1981) 状態不安
不安感受性 ASI�3 日本語版 福井他(2011) 社会的不安，認知的不安，身体的不安
心配 PSWQ日本語版 本岡他(2009) 心配
QOL WHOQOL26 日本語版 田崎・中根(2007) 身体，心理，社会，環境，全体

統制変数
日常生活ストレッサー 大学生用日常生活ストレッサー尺度 嶋(1992) 実存的ストレッサー，対人ストレッサー，大学・学業

ストレッサー，物理・身体的ストレッサー
ストレスに対する対処方略 TAC24 神村他(1995) 情報収集(接近－問題焦点－行動)，放棄・諦め(回避－

問題焦点－認知)，肯定的解釈(接近－情動焦点－認知)，
計画立案(接近－問題焦点－認知)，回避的思考(回避－
情動焦点－認知)，気晴らし(回避－情動焦点－行動)，
カタルシス(接近－情動焦点－行動)，責任転嫁(回避－
問題焦点－行動)

没入傾向 没入尺度 坂本(1997) 自己没入，外的没入
自己愛 NPI�S 小塩(1998) 注目・賞賛欲求，優越感・有能感，自己主張性
精神的回復力 精神的回復力尺度 小塩他(2002) 新奇性追求，感情調整，肯定的な未来志向
レジリエンス 二次元レジリエンス尺度 平野(2010, 2011) 資質的レジリエンス要因，獲得的レジリエンス要因
空想内容 多面的空想特徴質問紙短縮版 松井・小玉(2004) 願望充足的空想，不幸・不運遭遇的空想，人生俯瞰的

空想，異相空間的空想，恋愛・結婚空想
空想に対する認識 多面的空想特徴質問紙短縮版 松井・小玉(2004) 空想活動無益，空想中願望充足，空想統制不能
空想の役割・影響 多面的空想特徴質問紙短縮版 松井・小玉(2004) 未来対処，ポジティブ影響，ネガティブ影響
空想する状況 多面的空想特徴質問紙短縮版 松井・小玉(2004) 不快状況時空想，快状況時空想，行為遂行時空想
空想傾向 多面的空想特徴質問紙短縮版 松井・小玉(2004) 空想傾向
自己効力感 特性的自己効力感尺度日本語版 成田他(1995) 自己効力感
認知的熟慮性―衝動性 認知的熟慮性―衝動性尺度 滝聞・坂元(1991) 熟慮性―衝動性，そそっかしさ，一般的活動性
楽観―悲観性 楽観・悲観性尺度 外山(2013) 楽観性，悲観性
性格特性 エゴグラム日本語版 池見・新里(1981) CP，NP，A，FC，AC

生き方志向 生き方志向尺度 板津(1992) 生き方志向
スピリチュアリティ SRS 比嘉(2002) 自覚，意味感，意欲，深心，価値観
心の硬さ 心の硬さ尺度 山下・長縄(2012) 非順応性，柔軟性・応用力の欠如，規律・規範の偏重，

過度のこだわり，融通性の欠如
自我同一性 多次元自我同一性尺度(MEIS) 谷(2001) 自己斉一性・連続性，対自的同一性，対他的同一性，

心理社会的同一性
情報処理スタイル 情報スタイル尺度(REI)日本語版 内藤他(2004) 合理的処理，直感的処理



楽観・悲観性

楽観・悲観性を測定するために, 20項目からなる楽

観・悲観性尺度 (外山, 2013) を用いた｡ 楽観性と悲

観性の２つの下位尺度からなり, ｢1：全くあてはまら

ない｣ ～ ｢4：よくあてはまる｣ までの４件法で評定

を求めた｡

性格特性

性格特性を測定するために, 50項目からなるエゴグ

ラム ( John, 1980) の日本語版 (池見・新里, 1981)

を用いた｡ 批判的親の自我状態 (CP: Critical Parent),

養育的親の自我状態 (NP: Nurturing Parent), 大人の

自我状態 (A: Adult), 自由な子どもの自我状態 (FC:

Free child), 順応的子どもの自我状態 (AC: Adapted

Child) の５つの下位尺度からなり, ｢1：いいえ｣ ～

｢3：はい｣ までの３件法で評定を求めた｡

生き方志向

個人の自己や社会に対する価値観を測定するために,

28項目からなる生き方志向尺度 (板津, 1992) を用い

た｡ 合計得点を生き方志向の得点として, ｢1：全くあ

てはまらない｣ ～ ｢5：いつもあてはまる｣ までの５

件法で評定を求めた｡

スピリチュアリティ

スピリチュアリティを測定するために, 15項目から

なる SRS (Spirituality Rating Scale : 比嘉, 2002) を用

いた｡ 自覚, 意味感, 意欲, 深心, 価値観の５つの下

位尺度からなり, ｢1：全く思わない｣ ～ ｢5：非常に

そう思う｣ までの５件法で評定を求めた｡

心の硬さ

心の硬さを測定するために, 30項目からなる心の硬

さ尺度 (山下・長縄, 2012) を用いた｡ 非順応性, 柔

軟性・応用力の欠如, 規律・規範の偏重, 過度のこだ

わり, 融通性の欠如の５つの下位尺度からなり, ｢1：

まったくあてはまらない｣ ～ ｢5：非常にあてはまる｣

までの５件法で評定を求めた｡

自我同一性

自我同一性を測定するために, 20項目からなる多次

元自我同一性尺度 (MEIS : Mulitidimensional Ego Iden-

tity Scale : 谷, 2001) を用いた｡ 自己斉一性・連続性,

対自的同一性, 対他的同一性, 心理社会的同一性の４

つの下位尺度からなり, ｢1：全くあてはまらない｣ ～

｢7：非常にあてはまる｣ までの７件法で評定を求めた｡

情報処理スタイル

合理的処理と直感的処理における個人差を測定する

ために, 40項目からなる REI (Rational-Experiential In-

ventory : Pacini, & Epstein, 1999) の日本語版 (内藤・

鈴木・坂元, 2004) を用いた｡ 合理性と直感性の２つ

の下位尺度からなり, ｢1：全くあてはまらない｣ ～

｢5：非常にあてはまる｣ までの５件法で評定を求めた｡

フェイス・シート

その他に, フェイス・シートへの回答を求めた

(2012, 2013年とも)｡ フェイス・シートは性別, 年齢,

所属学部からなっていた｡ 調査によって, 出身地を尋

ねたものもあった｡

また, 本調査は卒業研究や修士論文作成のためのデー

タ収集の機会としても利用されたため, CAASK2 とは

関係のない尺度も含まれていたが, 記載は割愛した｡

Ⅲ. 今後の展望

CAASK2 から得られた大規模データセットの一部の

変数を用いて, Table 3 に示したように, 多くの学会

発表が生まれたが, 論文化されたものはまだ少ない｡

現在, これらの成果が整理されつつあるため, これか

ら多くの研究論文が執筆されるだろう｡ 今後も, 前述

したコンセプトに基づいて統合的なモデルを確立する

ために, ますます多くの研究が公表されることが期待

される｡

謝辞

CAASK2 の調査においては, 多くの卒業生, 修了生

のご協力を得た｡ 全員の名前を記すことはできないが,

こころよりお礼申し上げたい｡ また, 複数回の調査に

忍耐強く真摯にご協力いただいた全ての学生達にも感

謝の意を表したい｡

附記

CAASK2 の中で, 包括的解離傾向を測定する尺度の

作成に関わる部分については, 科学研究費補助金 (基

盤(C)課題番号22530769) の助成を受けた｡
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Table 3 CAASK2 データを用いた学会発表および論文の一覧

タイトル 学会名 発表者
1 虐待的養育環境と成人愛着スタイルが感情調整と共感性に及ぼす影響 その１－ノン
バーバル・スキルを従属変数として－

関西心理学会第127回大会 大浦他 (2012)

2 虐待的養育環境と成人愛着スタイルが感情調整と共感性に及ぼす影響 その２－共感
性を従属変数として－

関西心理学会第127回大会 岡田他 (2012)

3 虐待的養育環境が愛着の内的ワーキングモデルを介して共感性に及ぼす影響の再検討－
邦訳版 Child Abuse and Trauma Scale の再構成された下位尺度を用いて－

第12回日本トラウマティックストレス学
会

大浦他 (2013b)

4 虐待的な養育環境と完全主義，自己愛が抑うつに及ぼす影響－青年期アナログ群にお
ける検討－

日本教育心理学会第55回総会 福井他 (2013c)

5 虐待的養育環境と愛着スタイルが感情調節と共感性に及ぼす影響の再検討 (１)－感
情調節を従属変数として－

日本教育心理学会第55回総会 大浦他 (2013c)

6 虐待的養育環境と愛着スタイルが感情調節と共感性に及ぼす影響の再検討 (２)－共
感性を従属変数として－

日本教育心理学会第55回総会 岡田他 (2013)

7 虐待的養育環境が愛着の内的ワーキングモデルを介してノンバーバル・スキルに及ぼ
す影響の再検討－邦訳版 Child Abuse and Trauma Scale の再構成された下位尺度を用
いて－

日本心理臨床学会第32回大会 大浦他 (2013d)

8 過剰適応が怒りの表出・抑制を介して IBS傾向に及ぼす影響―青年期アナログ研究
―

日本健康心理学会第26回大会 福井 (2013a)

9 青年期において愛着の顕在・潜在的内的作業モデルが抑うつに及ぼす影響－潜在連合
テストを用いた検討－

日本パーソナリティ心理学会第22回大会 大浦他 (2013a)

10 日本人の伝統的な風習が精神的健康や幸福感に及ぼす影響 (１)－風習の頻度を測定
する尺度の作成及びその信頼性と妥当性の検討

関西心理学会第125回大会 福井 (2013b)

11 虐待的養育環境が内的作業モデル，孤独感を介してノンバーバル・スキルに及ぼす影
響－青年期アナログ群における調査研究－

関西心理学会第125回大会 大浦他 (2013e)

12 虐待的養育環境が内的作業モデルやノンバーバル・スキルと共感性を介して心身の不
健康に及ぼす影響の検討

日本情動学会第3回大会 大浦他 (2013f)

13 包括的な解離傾向尺度の短縮版の作成－青年期アナログ研究－ 第13回日本トラウマティックストレス学
会

福井他 (2014d)

14 虐待的養育環境が自己愛を介して共感性に及ぼす影響－青年期アナログ研究－ 第13回日本トラウマティックストレス学
会

大浦他 (2014a)

15 日本語版「医学的に説明のつかない皮膚症状」尺度の作成－精神・身体表現性解離と
の関連－

第55回日本心身医学会総会ならびに学術
講演会

福井他 (2014f)

16 包括的な解離傾向尺度の短縮版の作成－青年期アナログ研究－ 日本心理臨床学会第33回大会 福井他 (2014e)
17 青年期において虐待的養育環境と自己愛が共感性に及ぼす影響－クラスタ分析による
検討－

日本心理臨床学会第33回大会 大浦他 (2014b)

18 顕在・潜在的内的作業モデルの一致・不一致と感情調節との関連－潜在連合テスト
(Implicit Association Test) を用いた検討－

日本心理学会第78回大会発表 大浦他 (2014c)

19 顕在・潜在的内的作業モデルがライフイベントの経験頻度に及ぼす影響－潜在連合テ
スト (Implicit Association Test) を用いた検討－

日本パーソナリティ心理学会第23回大会 大浦他 (2014d)

20 青年期における過剰適応と怒りの表出・抑制，IBS傾向の関連の再検討―性別による
効果の違いの検証

日本健康心理学会第27回大会 福井 (2014b)

21 虐待的な養育環境と完全主義，自己愛と抑うつの関連－クラスタ分析によるサブ・タ
イプの抽出－

日本教育心理学会第56回総会 福井 (2014c)

22 顕在・潜在的内的作業モデルが対人ストレスコーピングに及ぼす影響－潜在連合テス
ト (Implicit Association Test) を用いた検討－

日本教育心理学会第56回総会 大浦他 (2014e)

23 日本人の伝統的な風習が精神的健康や幸福感に及ぼす影響 (２)―性差の検討― 関西心理学会第126回大会 福井 (2014a)
24 顕在・潜在的内的作業モデルの一致・不一致が情動コンピテンスに及ぼす影響－潜在
連合テスト (Implicit Association Test) を用いた研究－

関西心理学会第126回大会 大浦他 (2014f)

25 回顧された虐待的養育環境と愛着の内的作業モデル，感情調節との関連 甲南大学臨床心理学研究 大浦他 (2014g)
26 どのような解離性の体験が病的解離を予測するか？－包括的解離尺度を用いて－ 日本 EMDR学会第10回学術大会 福井 (2015a)
27 愛着の顕在・潜在的内的作業モデルが共感性に及ぼす影響－潜在連合テスト (IAT)
を用いた検討－

日本感情心理学会第23回大会大会 大浦他 (2015a)

28 包括的な解離体験と空想の関連 その１－空想傾向と空想内容の検討－ 第14回日本トラウマティックストレス学
会

福井他 (2015d)

29 青年期アナログ群における虐待的養育環境と愛着の内的作業モデル，自己愛との関連－
構造方程式モデルを用いた検討－

第14回日本トラウマティックストレス学
会

大浦他 (2015b)

30 成人愛着の顕在・潜在的側面は一致しているか？ その１－顕在・潜在愛着スタイル
の検討－

日本パーソナリティ心理学会第24回大会 福井他 (2015c)

31 成人愛着の顕在・潜在的側面は一致しているか？ その２－顕在潜在関係不安と顕在
潜在回避の検討－

日本パーソナリティ心理学会第24回大会 大浦他 (2015c)

32 包括的な解離性体験と空想の関連 その２－空想に対する認識，空想の役割・影響，
空想する状況の検討－

日本心理臨床学会第34回大会 福井他 (2015e)

33 虐待的養育環境と愛着スタイルが自己愛と精神的健康に及ぼす影響－青年期アナログ
群における調査研究－

日本心理臨床学会第34回大会 大浦他 (2015d)

34 顕在・潜在的内的作業モデルが自己愛に及ぼす影響 日本心理学会第79回大会 大浦他 (2015e)
35 愛着の顕在・潜在的内的作業モデルの不一致の大きさと方向が抑うつに及ぼす影響 日本社会心理学会第56回大会 大浦他 (2015f)
36 風習は不安になりやすい人の不適応を緩和できるか？：日本人の伝統的な風習が精神
的健康や幸福感に及ぼす影響 (３)

関西心理学会第127回大会 福井 (2015b)

37 愛着の顕在・潜在的内的作業モデルの不一致の大きさと方向が社会適応に及ぼす影響
その１－情動コンピテンスを用いた検討－

関西心理学会第127回大会 大浦他 (2015g)

38 被虐待経験とサイコパシー傾向が身体症状に及ぼす影響－サイコパシーの媒介効果－ 第58回日本心身医学会近畿地方会 松尾他 (2016a)
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